








ええやん　この街！
ハートフェスタ 2016

～広がる笑顔　みんなの輪～
10 月 16 日の日曜日・好天の中、ハートフェス

タが開催されました。社会

福祉法人亀岡福祉会が中心

になり、私たちの法人を含

め４事業所の主催。いろん

な企画のなか昨夏の障害者

殺傷事件について哀悼の意を表しました。その

後の合唱構成詩では歌声の合間に、多くの仲間

が思い思いの主張を順番に語り掛けました。私

たちの仲間も素朴な語り掛けのなかにも、彼ら

の本当の訴えを聞けた感じがしました。

そして私たちのステージでは、「365 歩の紙飛

行機」にのり、和装のあさも登場。「汚いあさ

やなぁ」この仲間の声に、私もそう感じました。

歌いながら紙飛行機を飛ばすパフォーマンスも

･･･　今年も観客席を巻き込んだつもりが、やっ

ぱりスベッた！？ 当然野菜類やお米・ホット

ケイモなども例年通り売って売って売りまくっ

た。障害者家族そして仲間

たちにも楽しい一日になり

ました。こういう企画は

ずっと続けてゆきたい。今

年も ･･･ 来年も ･･･

私たちの耕地は、現在２か所あります。過去一

度もそういうことを話題にしてこなかったの

で、各々の耕地を簡単に見ておきましょう。

１．あせび耕地
過去の通信で記載した

野菜は、全てあせび耕

地での生産野菜です。

ここは４年間で 14.5

反に増えました。内お

米が２反余りなので、

野菜は 2 反が 6 枚・12 反程度の場所と、実験

農場が 0.5 反ほどあり、ここでは一括買取契約

野菜などを今年は数種作っていく予定です。過

去は大量分はここで作るという、なんとなくの

内部的な統一があったようですが、今年度はさ

らに見直し、効率を最大限考えた作物を植えて

ゆく予定。今回のメインテーマはこの「あせび

耕地」ではありません。

２．神前 (こうざき )耕地
一方神前耕地は、昨年よりの耕地です。私たち

のような素人集団ではなく、個人で10年近く野

菜を作ってこられた方が、チームリーダーとし

て纏めています。その纏め方には私たちの参考

になることが非常に多くあります。

ここでは約３反（900 坪）

で作付けしており、春夏＆

秋冬にエリアを分けている

ため実際は 1.5 反程度が季

節ごとに稼働しています。

野菜を育てても売れないとロスになるため、取

引先の要望のある非常にたくさんの野菜を栽培

計画を立てて、きちんと土作りをして良い野菜

を育て取引先へ納品することがモットーです。

また得意先の要望・チームリーダーの性格も

あって何事にも妥協せず、例えば袋詰めなども

綺麗で早い。あせび耕地でもいつもそういう姿

勢は見習わなければと話しています。

ここにも利用者は６～７名が日々就労してお

り、野菜を作りお金に換えるという一連の流れ

をリアルに感じ取って仕事をしてくれていると

感じます。自然相手の仕事だから時には厳しい

ところがあり大変ですが、

みんなで力を合わせて、良

い野菜を出荷できた時など

の達成感は、より絆が深ま

り・楽しくもあります。

ただ二つの耕地で、全く同じ動きをする必要も

ありません。ひとつの耕地は、袋詰めなしで供

給する体制を整え、他方はより綺麗な袋詰めな

どで、その信頼を勝ち取ってゆくなど、多様性

のある事業所運営が、企業を強くしてゆくもと

でもありそうです。

昨年の 「ハートフェスタ 2016」 も大成功！

あせび耕地と神前 （こうざき） 耕地って？



この通信もほぼ出来上がっ

たころ、1 月 14・15 日に

京都地方は大寒波。京都市

内でも 15 ㎝ほどの積雪で、

亀岡でも私たちの畑など比

較的山間部は 30 ㎝あまりも積もった。

その雪で 1週間近くたっても、いまだ地面は見

えません。こんな経験は 4年間で初めて。地元

の農家さんも「昔はあったけど、今では記憶に

ないなぁ」と。本当に久しぶりらしい。

解けない雪が積もり続けると、当然水分を含み

重くなりトンネルなどで保温していても、その

支柱は折れてしまい葉物野菜を直撃。レタスな

どは真上に雪の重みでぺちゃんこ。そして凍っ

てしまいどこまで戻るかは不明です。そんなト

ンネルがあせび耕地だけで

20畝余り。ビニールに被っ

た雪を取り除き、自嘲気味

にそれを積み上げて「かま

くら」を作り遊んでいた。

昨年のお礼もまだでした。39 次の署名活動に

ご協力賜りありがとうございました。昨年目標

は 700 筆。多くの皆さんの暖かいご支援を頂戴

し、703 筆も集めさせていただきました。　

本当にありがとうございました。

さて今年も昨年に続いて署名活動・募金活動が

始まりました。障害者の個々人は微力ですが、

それらを纏めてゆく組織が強力であれば、障害

者たちの声や力は大きくなり、ひいては国を動

かすこともしてきました。「きょうされん」では、

今年 40 回目の国会請願・署名募金運動キャン

ペーンを５月の国会請願に向け、４月いっぱい

までこのキャンペーンは京都を始め全国各地で

取り組んでいます。この署名には、「障害のあ

る人もない人もわけ隔てなく生きてゆきたい」

という障害者の願いが込められています。

－ 今年度のスローガン －
「あたりまえに働き　えらべるくらしを」

「きょうされん」の今年の請願活動は、障害者

の一般就労・福祉的援助の場の充実・グループ

ホームなど住まいの場の拡充・そして年収など

は最低以下で生活や結婚など基本的人権もない

のです。おまけに国は介護保険制度への一本

化・生活保護法をさらに使いにくくしようとも

しています。これら諸問題について、障害のあ

る人たちが地域で安心して働き、安定した生活

が営める社会の実現を見据え、今年も真剣に取

り組んでゆきます。皆さんの署名が大きな力と

なりこの間の障害者制度改革に大きな影響を与

えてきたことは周知の事実です。障害者権利条

約を批准した国として、本当に恥じない政策を

取ってゆきたいものですよね。

40 次の署名活動・募金活動にご理解とご協力
のご依頼です。上記趣旨により、ぜひあなただ

けでなく・ご家族・ご親戚・お知り合いの方々

などひとりでも多くの皆さんのご署名をお願い

申し上げます。署名用紙を同封します。

今年から新規事業を計画しています。でも
これには私が日々入らないと難しい場面が
多くありますが、現状それだけ空けること
が出来るかどうか？ 依頼先には、少し遅れ
るかもしれませんと伝えましたが ･･･････

※署名には年齢や国籍による制限はありません。
※頂戴した住所・氏名は請願目的以外にはいっさい使用しません。

今年も署名活動などのご協力をお願いします

病気 ・獣害の他　雪害までありました

編 集 後 記

１年ぶりに編集したこの機関誌。継続することの大切さを実感しながら作っています。編集しながら昨年

のこと・今年の抱負などがゴチャゴチャになっているとも感じなから ･･･　今更修復困難であり、このま

ま押し切ろうといつもの身勝手さが頭をもたげます。

話かわって野菜栽培って本当に難しいですね。私たちが一生懸命作っても、獣害に侵されたり、病気が発

生したり、また今回は雪が大きな被害をもたらそうとしています。全くの予想外。予想外のことが起こる

のはよくあること。でも仲間たちはしっかりした考えで抱負を実行できる者もきっと多く出てくるでしょ

う。予想外ではなく、そんな潜在能力を秘めた仲間たちはたくさんいるのです。　　　　　　　　　(T.S)


